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議案第８９号 

議案名 令和４年度宝塚市一般会計補正予算（第 5号） 

資料１（61・62） 新ごみ処理施設等整備・運営事業にかかる補正予算について 

 

1. 事業目的 

本市の廃棄物処理施設である「宝塚市クリーンセンター」のごみ焼却施設は昭和６３

年稼働、粗大ごみ処理施設、し尿処理施設は平成２年稼働であり、いずれも既に３０年

以上が経過しており、経年的な施設の老朽化、及び大規模修繕等を繰り返すことによる

コストの増大化や循環型社会形成に向けた新たな処理方法等への対応が困難になった

ことから、新しいごみ処理施設を整備しようとするものである。 

 

2. 事業方式 

ＤＢＯ方式（公設民営） 

設計・建設、運営までを民間事業者のノウハウを活用して一括して実施してもらうこ

とにより、経費の削減とサービス向上を期待できる。 

 

3. 事業者選定 

(1) 選定方法 

総合評価一般競争入札 

入札価格及び提案内容について総合的に評価して決定した。 

(2) 選定基準 

落札者決定基準に基づき、参加資格審査、基礎審査、加点審査を行った。 

評価点については、価格点を５０点、提案内容点５０点の１００点を満点とし、

得点の最も高い提案をしたものを選定した。 

提案内容の評価については、事前に示している評価項目及び評価ポイント、配点

に基づき審査した。 

(3) 参加事業者数  

 ２グループ（うち１グループは提案書提出前に指名停止となり資格喪失） 

(4) 選定結果 

最優秀提案者 川崎重工業株式会社グループ 

内容点 ３６.０３点、価格点 ５０.００点、合計 ８６.０３点 

 

4. 事業概要 

(1) 事業用地 

現クリーンセンター用地：宝塚市小浜１丁目２番１５号 

(2) 施設概要 

① エネルギー回収推進施設 

ｱ. 処理能力・・・・・・・２１０ｔ/日（１０５ｔ/日×２炉） 

ｲ. 可燃粗大ごみ処理設備 

(ｱ) 竪型切断式破砕機・・７．１ｔ/５ｈ 
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② マテリアルリサイクル推進施設 

ｱ. 一般持込受入ヤード 

(ｱ) ターンテーブル・・・３基 

ｲ. 不燃粗大ごみ 

(ｱ) 処理能力・・・・６．４ｔ/５ｈ 

(ｲ) 破砕設備・・・・竪型回転式破砕機 １５．５ｔ/５ｈ 

ｳ. 小型不燃ごみ 

(ｱ) 処理能力・・・４．４ｔ/５ｈ(１１．０ｔ/５ｈ：２日/週運転時) 

ｴ. かん・びん 

(ｱ) 処理能力・・・８．８ｔ/５ｈ(１４．６７ｔ/５ｈ：３日/週運転時) 

ｵ. ペットボトル 

(ｱ) 処理能力・・・３．１ｔ/５ｈ 

ｶ. プラスチック類 

(ｱ) 処理能力・・・・・８．３ｔ/５ｈ 

③ し尿処理施設 

ｱ. 処理能力・・・・・・13㎘/日 

④ 仮設リサイクル施設 

 既存粗大ごみ処理施設の解体からマテリアルリサイクル推進施設までの整備

期間中において、粗大ごみ、小型不燃ごみ、かん・びん、ペットボトル、プラ

スチック類等を破砕・選別・圧縮・梱包・保管する仮設の処理場 

ｱ. 処理能力・・・・・・３９．９ｔ/５ｈ 

⑤ その他施設：管理棟、収集車車庫棟・職員詰所、憩いの広場、駐車場、外構 

 等 

 

5. 全体事業費 

 ６５，７７７，８００，０００円（税込み） 

（内訳） 

整備事業費 ４６，３１８，８００，０００円（税込み） 

運営事業費 １９，４５９，０００，０００円（税込み） 

     （入札時は、想定ごみ量に合わせて運営委託額を算出し、令和２９年９月まで

の想定ごみ量に対する委託総額になっており、単価契約に基づく支払となる。） 

 

6. 財源内訳 

本契約後に実施設計を行うため、確定額は実施設計後に確定することとなるため、財

源内訳の目安として、事業者による提案時点での概算額を基に財源内訳を算出するもの

であり、今後変更を伴うことをご了承願いたい。 

 

（1） 整備事業費 

〇 交付金（循環型社会形成推進交付金：環境省） 

・発電設備に係る設備：対象事業費の１/２ 
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・廃棄物処理施設：対象事業費の１/３ 

    １２，９９０，９９５，０００円（整備事業費の約２８％） 

〇 起債 

・交付対象事業：９０％充当、償還時５０％交付税措置 

・交付対象外事業：７５％充当、償還時３０％交付税措置 

    ２８，４５９，５００，０００円（整備事業費の約６１％） 

〇 一般財源（新ごみ処理施設建設基金、都市計画税を充当予定） 

    ４，８６８，３０５，０００円（整備事業費の約１１％） 

（2） 運営事業費（単価契約） 

令和29年9月までの想定ごみ量に対する予定額 

〇 一般財源 

    １９，４５９，０００，０００円 

 

7. 補正予算の内容について 

 新ごみ処理施設等整備工事費２３５，２４５千円につきましては、工事請負契約にお

いて、事業者が請求することができる前払金３００，０００千円に対応するものです。 

当初予算で見込んでいた工事費６４，７５５千円が、本年度内の工事スケジュール確

定により不要になったため、その差額を要求するものです。 

 

３００，０００千円（前払金）－６４，７５５千円（当初）＝２３５，２４５千円（補正） 

 

 また、ごみ処理施設整備事業債につきましては、工事費同様に工事費に対する起債額  

４８，６００千円を減額し、前払金に対する７５％の起債対応による当初予算との差額

を要求するものです。 

 

２２５，０００千円（前払金分）－４８，６００千円（工事分）＝１７６，４００千円 

（補正） 


